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アイヌ 語と 國 語 

金 田 一 京 助 

緖  言 

霧と アイヌ 語の S は、 歸 する きろ、 S 屬 題に 耍 約され るので はない かと g。 

^一は アイヌ 人が この 國 土の 原住^で おつ」 こ J 系 トマ 苦 ^  、- 

霧 if  if  mulu  i 蕭へ講 II 達 

^Ih^II^r る、。 17111、  if 分 t 層 震 I る も 

第三 は， 有史 以前からの 永い 接觸 である 闊係 上、 兩國 等の ほこ、 

Jf  f  -  匿き c»5 に ^^語 *1 の 交^が あった^ ^が、 よ 5 吾 IV. 

如何なる 稃度に 融合して 吾 々03 吾， -ぉぉ C  3  ,  , 'ズ 穴 力 々.1 なる 語 * 力 

F/ し マき々 の 国語 力 出 來てゐ るかと いふ 間 題で ある。 

さて 第一の 問題 は、 國 S 起原の 問題に 闊錄 

？、 -.. し  し マークて ^しこの 芽 一問 力 肯定され る 場合に ま、 1 々Q 日お 吾リ吾 

原 を 究める にあ. ， こって、 アイヌ En ご .sg- ,  ォ f ノ  一々 の 日ネ詰 の 詰 

T アイヌ^ を遨視 する ことが 出來 なな、 一 *  ossai 厶 ト、 . 

？ プ 一々 の。 早 語 は^す アイヌ 語彙まで 遡って 追究 さ 


アイヌ 語 wsa の 翻 « 

れ なければ ならす、 國語舉 上、 アイヌ 語 は、 やかましい 重耍な 言語と なって 來る ことで ある。 

第二の 場合から は、 若し 親近 關 係が 設定され る 段になる と、 アイヌ 語と 日本語との 語彙？ 語法の 對 照が 直ちに 『比 

較言 語舉』 を 構成し、 比較 研究に. 3 つて、 兩ー百 語が 二つに 分岐す る 以前の 形體へ 遡る ことが 出來、 國語 史上に^ 大な 

光 を 投じ る 最重耍 な 言語 となるべき ことで ある。 

_ 第三の 場合 は、 比較的に その 重耍 性を輕 減して 來る もので は あるが- 相互に 滲透した 影響、 特に、 阈 語の 中に 混じ 

てゐる アイヌ 語の 硏究 は、 これに 由って， 彼我の 交 涉を跡 づける ことが 出来る と共に、 その 有りの 儘の 姿を復 現す る 

こと は、 內地 に 失 はれた 所の 新しい 國語 資料 を 提供す る與味 深い 研究 を 約束す る であらう。 

そのほか、 アイヌ. 語の. 原始的な 語形 態の 研究 は 一般 文法的 立場から、 國 語の 上の 様々 な 形態の 起原 的 考察に、 數々 

の 示唆 を與 へる。 併し、 これらの こと は 又 自ら 別種の 問題 を 成す ものであるから 暫く 省略し、 上述の 第 丁笫ニ • 第三 

の 問題 を、 以下 順 を 追って 追究して 見る としょう。 

第一章 アイヌ 語と 阈 語の 關係 

アイヌ 種族が 日本の 國 土の 原住民だった とする おから、 その ffl ひる 言語まで も、 日本語の 原語で もあった かの 様に 

決めて か  > る考 は、 これまで、 特定の 擧 者に 由って 明瞭に 提唱され たこと では 無い が、 漫然 その やうな 豫想を 以て 臨 

まれ てること は、 吾々 の赝 f 出逢 ふところ である。 架して 然る か。 

アイヌ 語 は、 日本語の 原語 だ， と 明瞭に は 云 はないでも、 少しで も兩 方の 間に 形の 似た 單 語が ある 場合、 悉く アイ 


ヌ 起源の 語で ある やうに 取扱 はれる パ チラ ー 博士な ど、 この 論者の 筆頭で あられる と 見て 好から う。 例へば、 アイス 

語の ぺ コ (牛) と柬 北方 言の ベ コ (牛)、 アイス 語の チヤ ぺ (猫) と 秋 ffl 方言の チヤべ (猫)、 その外、 馬が アイヌで ゥ ー マ 

又は ゥン マで あり * 小刀が アイヌで も、 靑森 *秋田 でも マ キリで あり、 下駄が アイヌ 語に ビラ ッ 力、 靑森 • 秋 田に ヒ 

ゴン * 一一  シ！！ ン 力-一 フレカ 1 一  ャ ヤンカー 一 

ラカ である 等々、 その他、 アイヌ 語の 金- • 銀 • 銅 (フ レは 赤の 義) • 鉛 (ャ、 ンは 「たビ の」 の義) 等から 日本語の 

金. 黄金 .白 金 が 出た の だと 說 かれる やうな の は 、 殆んど 日本語 を以 つて、 アイス 語 を そ の ま 取つ て 出來上 つ た國語 

だとされ る ものである。 

バ チラ ー 博士 說 では、 邦語べ コ (牛) は アイヌの ベ コ (teli-o) 叉 はべ コ (rek-o) で、 アイヌ 語で bek が 牛の 聲の 寫聲、 

語尾の ？は to:llold"  f4 である。 同様に、 邦語の 猫 は アイヌ 語の メ コ (Jnelc-O) であり、 mek は アイヌで 猫の 聲 

の寫聲 であるから、 丁度 S.0 が- -to  low" (「モ ー と 云 ふ 一 こと) である やうに、 mok-o は： to  mew" (「一一 ャ ー と 云 ふ」 こ 

と) だとい はれる ので ある。 

さ る 

序に 今一 つ 邦語の 猿 は、 アイヌ 語の sal.-o で、 アイヌ 語に sara は 「尾」 であり、 ？は "to  bear" で • そ^で sar-o は 

卽ち 「尾が. ある」 --llavlng  a  tail" の 意味 だとい はれる。 

これ 等の 說明は 仲々 面白い。 アイヌに o と 云 ふ 短い 形の 動詞が あって、 それが 名^の あとへ 添 へられて、 存在 を 意 

味す る ことが 多い。 虱が キ であって、 キォは 「虱た か，， ：： の」 「虱の 多い」 意味に なり、 節が イク (ik) であって、 「節の あ 

る」 を ik-o  (空虚な 筮が Irnttara であって、 虎杖 を ito  Jmtta さ とい ふな ど) とい ふ。 それが Bar.o 「尾の ついて る」 

「尾の ある」 となる こと は 少しも 無理がない。 猿 は 人間に よく 似て ゐて、 尻尾が あるから さう 云ったら うとい ふ考 であ 

アイヌ 語-/. 語の 翻 係 


アイヌ 語 ぐ」^^ の^ 係 

らうから、 意味の 方から 面白い。 た^ 北海道に は 猿と いふ ものが 居なかった。 その 猿 を 知った の は 新しい ことで、 又 

その 名 も 寧ろ 近代に なつてから 邦人に 聞いて 取 込んだ ものである。 その 點が 疑問で ある。 必然 こ k に 二つの 問題が 起 

る。 卽ち、 それで は アイヌが 口 本の 內 地に ゐた 時に サ 口 と 云った の を 邦人が 使用す るに 至った か、 とい ふの が 一 つ、 

江戶の 末期に 邦語 サルを 取 込んで、 尾が ある もの だから * 自分の 方に 引きつけ て、 sal.-o と 訛って 行った、 尺 衆 語-原^ 

識が 造った 新形で はない か、 これが 第二の 問題で ある。 一の 方 は立證 する ことが 六ケ しく、  二の 方 は 極めて 考 へられ 

易い。 

Bek-P  mek-o にしても 问栊 に、 邦語 を 取 込んで 川 ゐてゐ るう ちに、 民衆 語原 意識が 結合して しまって ゐる やうで あ 

る。 そして、 眞 正に アイヌ 語と して 生じた ものなら ば、 sar-?p,  .bel£.o-p,mek-o-p でなければ いけない。 この P がな く 

つて は 形容詞の 形であって、 名詞に ならない ので ある。 こ-が 缺點 である。 それで 愈 f 第二 說の 方が 可能性が 濃くな 

つて 第一 說の方 は破粱 されて 來 なければ ならない ので ある。 實際、 牛 が 北海道へ 渡って、 アイヌが 始めて 見て 驚き 

走った の は、 たった今から 百 一 ニニ 十 年 前の ことで、 ペコ や ゥンマ の， 語 を 口にした の は それからな のであった。 

尙、 同 博士の アイヌ 英和 辭典 第三 版 (大正 十五 年 版) の 序論に 見える 「古代 日本語と アイヌ 語との 間に 類似す る 語根」 

の 中に II 

「吾」 と アイヌ 語の a  (第一 人稱) と を 擧げ、 あへ もの (和 物) と アイヌの ァ H ブ (食物) と を 指摘し、 「有り」 と アイヌの 

ァ ン (有) を對 照し などした 後に、 パ 豆が アイヌで アン ツキ (antulii) であって、 tuk --tosprour が 語根 だら うと 述べ * 

又 日本で * 「の ほり」 は "a  hill" であるが、 アイヌ 語、 ヌブリ (mlpuri) は 「山」 で、 この 外に 大山 を 表 はす 語が アイヌ 
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に 無く、 この 語の 語根 は nup 「平原」 で、 それに 複数の 零 辭 U が附 き、 「高」 を 意味す る ュ が附 いたの だとい ふ。 又 日 

本の ォ ー ギ (扇) と アイヌ 語の amd,  ammld,  aungi  :a  fan" と を 擧げて •  an-un-!d は ：to  do  unto.- で、 恐らく は、 

扇 を 自分の 方へ 引く 様に 動かす 運動に 關係 するとい ふので ある。 

又 日本語 IBM  SS 所で (多分 ォ >シ§ り？)、  7 イ 暴の 「座席」 とされ、 了ィヌ 語の 

om は睽で ushi は 「置く 所」 で 「股 をお く 所」 卽ち 日本語の 腰掛 だと。 

同書、 序論の つ^きの 「現代 日本語と ァ ィヌ 語との 比較」 の 條には I 


アイヌ 語  日本語 

K  als.  p^p  (閱 仂？) 

ま  an  25  (aru の設植 力) 

暗 • 匿れ た 目  g  (暗) 

步 行す  arupa  PMd^^  (歩く) 

^  asliiri  ataraslii  (新し) 

我等  diin (？ ciii の 誤植 か) cliin  (朕) 

古  fusws  fg.ui  (古い) 


以下の 三十 餘語を 擧げて ある。 

以上の 說は、 アイヌ 語 を 以て 國 語の 原語と 考 へての 說で、 この 考は、 證 明され なければ ならない 事 を未檢 討の ま 

アイヌ 語 ミ國^ の閼係 


アイヌ 語 wsfs の賊係 

出發點 とし てゐ るので ある。 

卽ち、 アイヌが n 本の 全土に ゐ たものと して 考を 立て、 ゐ るので あるが、 それ は、 これから 證 明され なけ^ば なら 

ない、 不確かな 事實 である。 

日本 全土から 兌 出される 紋繩 土器 を， 紋様の ない 土器から 區 別して、 その 紋様が アイヌの 模様の 手法 を 想起させる 

もの だから、 假 りに、 名 を アイヌ 式 土器と 呼んで 區刖 をした まで ビ あって、 もとく それが アイヌの 用 ひた 土器 だと 

いふ 意味ではなかった のに、 名に 誤 まられ て、 アイヌ 式 土器の 存在す る 限り、 アイヌが 居住した やうに 思 ひ 込んだ の 

である。 

今 曰 精確に わかる 限りで は、 東部 日本に アイヌが 居た ことで ある。 その 勢力が、 東部 日^. から、 屮央 部の 何れの 逯 

まで 及んで ゐ たかは、 今後の 絕 好の 研究課題であって、 あらゆる 史的 科舉 全面よりの 綜合 的 研究に 俟 たなければ 明瞭 

しない ことで ある。 或は その^ * を 以てしても、 遂に、 柬部 日本から- 幾ら も 中央部へ 乘り 出して 居なかった となる 

かも 知れない ので ある。 して 見れば、 西部 日本の 古代 文 獻に現 はれて ゐる 日本の 「古語」 は 勿論の こと、 その 「名殘 り」 

として 中國 • ^國 • 九州. 琉 球の 地方にまで 分布して ゐる 様な 普遍的な 方言 を捉 へて- 多少 アイヌの 語彙に 似た 點が 

あっても、 それ を 一 々アイヌ 語 起原に 擬 するとい ふこと は、 少く とも 科學的 態度で あると いふ こと は出來 ない。 指摘 

される その 語 例に 至って は 一 々反 證を擧 げる迄 もない から、 吾々 は 「アイヌ 語 は 日本語の 原語 か」 に 就て は、 これ 以上 

の 言議を 費す こと を 止める。 
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第二 章 アイヌ 語 系統 論 

アイヌ 語の 話される 地域の 關 係から、 及び その 文法の 極めて ざっとした 大綱が 吾々 と 似て ゐる 所から、 卽ち、 熊が 

馬 を 殺した (IKamui  SIP  rails し、 酒 を飮む (Bake  Im,)、 煙草 を飮む (tampals  !£,) 、村 へ歸る (Istan  ta llosllipi)* 

濱 へさが る (pish  ta  San) の 様な 構造 や 語 序で 行く ものである 所から、 漫然 アイヌ 語 を 以て、 日本語な どに 近い 言語 

である 様に考 へ * また 進んで は， 日 .鮮. 滿 .蒙* ッ ング， 'ス. トルコ などの 言語 を 包括した 所謂 ァ ル タイ 語族が みな 略 f 

かう いふ 構造 や 語 序で 行く もの だから、 アイヌ 語 もさう いふ 言語と 同族の ものと 考 へたり、 或は、 いま 少し 廣く、 芬 

蘭 語 . 匈牙利 語な ど をも罩 めて 云 ふ ウラル ァ ル タイ 語族の 中に、 アイ ヌ語 をも罩 めて か、 つて ゐる學 者が 多い やうで 

ある。 

^して 然る か。 さう 思って 間遠 ひが 無い か。 今迄に、 かう いふ 意見 を はっきり 一； 小した 文獻の 中で、 最も 出色の もの 

は、 堀 岡. K 吉 氏の 『日本 及び 汎 太平洋 民族の 研究』 である。 これ は. 一歩 進んで 南の 方の マ レイ 語まで を 一緒にして、 

汎 太平 民族の 一大 言語 族 を 想定して かゝ り、 アイヌ 語 を 以て、 マ レイ 語と 共に、 日本語 • 朝鮮語な どと 同系の 言語で 

あると する ものであった。 これに 就いては、 曾て 都 新聞の 文藝 擺に顿 まれて 十日 間に 百 一って， 論評した ことがあ るか 

ら、 今 は 省略に 附す るが、 大膽 無比の 論法であって、 その 方法 や 涉獵の 仕方 は、 到底 今日の 科學の 前に は 認められな 

いものだった とい ふこと を 述べて 置く。 

帝國大 學名譽 敎師バ シル" ホ ー ル" チ - ンバ レ ン氏 ひとり は、 日本語と アイヌ 語と は、 全然 系統 を 異にする 異種の 言 

アイヌ 語 0 枝 0 
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アイ 語 系 銃 iS 

語で あると 兒、 十 五條の 論據を 提示して これ を 詳論した。 それ は 明治 二十 年の 文科 大學 紀耍 「アイ ノ 研究より 觀 たる 

日本の 言語 *祌 話 及 地名」 と 題す る 著名な 論 著の 中に 見えて ゐる。 その 大耍に 曰 ふ. I . 

一 、 國語は 後蹬詞 のみで あるのに、 アイスに は 前置詞が ある。 例へば 

H  elm づ pok  0  cliup  allsl.  c  cliupka  un  cllup  ^o^-.^tf. 

一 一、 アイヌの 後置 詞は、 語頭に も 立つ。 日本の てに はに は、 さう いふ こと はない。 例へば、 

赵の母 は Ku Isro  lla】〕o  汝の母 は e  L-ol.o  15-PO  太 の 母 は Tald  Isro  llallo 

この 「の」 にあた る K01.0 が 全く 語頭へ 立って、 たビ Isro  laapo 「彼の 母」 とい へる。 

叉 「…ほど」 「ぐら ゐ」 の 位置の 後置 詞 Palmo は、 

Tan  Jnosllil.i  Ira  ta-  ； pa に no  p^^.  illnffi  utara-  lsaml.5  wasliuru  clul.onnup  no  ruwe  ne. 

s 遐± 」 二：  ^：ケ lit,  .$ ゅク i  Ise.  i^u〕u  p  (i) 箕 パにレ i  :i  .c ふか 

「この 世に 於て それほど 卷族を 多く 有する ものが 無 いのは 烏 及 狐 だ。 卽ち、 烏. 狐 ほど 眷族の 多い もの はこの 世 

に 無い」 

三、 一 寸 それ を 頭へ つける と 受身に なるとい ふ 接頭 辭、 一 寸 それ を 頭へ つける と 形容詞が 動詞に なるとい ふ 接頭 辭、 

さう いふ 全く 語形 式に 屬 する 接 辭がァ ィヌ にある。 

受身に する a,  rails  (^,f)  a-rails  さ^) 

動詞 に す る e.  pirika  S. 厂 ) —— o.pirika  (チ 5  2- ) 
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また、  e-  mile  ( s ^> 2> )  ？mik( ^  ^ 

從 つて  a-e-mik  ( Is ^> ゆ 二  ^ Jle ^ ) 

四、 アイヌ^の 受身 は眞 正の 受身で ある。 歐洲 の諸阈 詰な どに ある 様な。 日本語の 受身 は 英語で 云ったら、 to  £et 

killed,  to  % laughed  at の やうな もので 眞 正の 受身で はない。 アイヌ は 受身 をば 歐洲 人よりも 多く 使 ふ。 例へば 

Ene  a-Isari  ka  isam  s^.  ^0^^,^ 

日本語 だったら 何とも 致し方な いと 云 ふ 所で ある。 

この 所 は、 アイヌ 語に 關 する 限り、 說 明の 仕方に 今一^と いふ 感が あるが、 兩 語の 差異 をし つかり：^ て ゐる點 は、 

決定的で ある。 

五、 アイヌ 語 は澤 山に 再 歸相を 有する。 

Yai-erampoken 「自分に 悲しむ、 失望す」 

六， アイヌに は爲 正の 代名詞が ある。 日本に は 君と か 僕と か、 卽ち、 尊敬 か 卑下の 名詞の ほかに 眞 正の 代名詞が な 

い。 アイヌに は 第二 人稱 epni;e 第一 人稱 k-aui  ；  L,u  ；  k- など。 而も 歐洲詰 の 様に、 やつば り、 語句 毎に 出て 來る。 

e  koro  shils 汝の 荷物 (日本語だった ら、 「御 荷物」 —— どこに も 代名詞がない) 

k.alli  k.eraman  ^了解す (日本語 だったら >  「わかりました： —— どこに も 代名詞がない。) 

satporc-kotau  ta  cllonno  Van  l〈uni  Ifu  n  yalfsl-  Is-  Isor-)  eiwaugo  121.U 】iu  ^0  \va  Ic*ek  k(>roka 

iruliil-  Fan  l〈ulli lui ra】nu  laisu,  Sa-Iino  Is  ek  ruwe  no. 

アイヌ ffi 系 銃 ^  . 


七、 ァ ー ルャ 語な どの やうに アイヌ も、 代名詞に、 なにがし かの 格の 痕跡が ある。 

單數 12 「私が」 en 「私に」 

裏 clii 「私達が」 S1 或は i 「^達に」 

日本語に は 全然 無い ことで ある。 

八、 アイヌの 動詞に 複數の 活用の 痕跡が ある。 

單数  複数 

人る  alaun  aluir> 

出 る  oasum  oaslnp 

下 る  ran  rap 

お り る. san  sap 

或る ものに は P 或は b が 不规刖 に 出る。 

始める lieasln  lieasllpa 

^  く  heclurasa  lieclnraspa 

起 上る llopul.ll  liopunipa 

全く 別形 を 取る もの も ある。 

行 く  al-aloa  paye 
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來る ek  area 

もっと 調べたら、 もっと ある だら う。 日本語に は 人稱も 無い やうに 複數が 無い。 

インフレ クシ m ン 

九、 日本語の 動詞 は歐羅 巴の 曲 折の やうに、 語根に 密着せ る 活用が ある。 

ot-os-u  0t6s-Q  ot-os.l 

アイヌ 語に は、 前條に 述べた 場合の 外 は 全然 助動詞で やる。 

1 〇、 曰 本 語に は、 將然. 連用. 終止. 連 體. 已然で 動詞の 形が 變 るが、 アイヌ 動詞に はさう いふ ことが 無い。 

一 一 、 日本に は、 文語に も 口語に も、 古語に も 現代語に も • 敬語が ある。 アイヌ 語に は、 世界一 般の 言語に 普通な 

丁寧な 一語 法 を、 さう 呼ぶ にあらざる 限り、 敬語と いふ もの は 無い。 

この 一條 は 少し 認識不足だった。 アイヌに タブ ー から 發 した 特殊の 敬語 法が 發 達して ゐて、 普通の 詞遣ひ を uwa- 

riekar  (榮 えさす 云 ひ 方) と 云 ふに 對し、 iolmruslite  (影 を曳 かせる 云 ひ 方) とい ひ、 やかましい ものである。 但し そ 

の 用 ひ 方の 習慣 や 構成 は、 全然 吾々 の 方の 行方と 異る ものであるから、 その 爲め にこの 條の 結論に 影響 を來す もので 

は 無 い。 

一二、 日本語に はもと ラリ ルレ a で 起る 語が 無かった ものであるのに、 アイヌに は ある。 

ノ ミチ チヴ  ジ エー ーチザ 

一 三、 日本で は 各 格の 代りによ く 屬格を 使 ふ 。「人が 來る」 とい ふの は卽ち 本來は よ he  coming  of  the  man" であ 

つて、 それ を "The  man  comes" に 代用して ゐ る。 アイヌに はかう いふ こと は 見えない。 

これ は 少し 六ケ しい 事で ある。 アイヌ 語で * 

アイヌ 語 茶弒； a 
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アイ ヌ 語 系铳論 

Taro  i;pe  llemalca? 

とい ふと、 『太郞 の 食事が 終った か』 ともなり 『太郞 は 食事し 終った か』 ともなって 元來^ 別し がたいの である。 

『御飯が おすみで すか』 『濟 みました』 とい ふ^で あるが、 『汝の 食事が 終った か —— 『^の 食事 は 終りました』 とも 聞 こ 

え、 『汝は 食事し 終った か —— 私 は 食事し 終りました』 ともなる ので ある。 

一四、 打消 法が ちが ふ。 アイヌ は "shomo"  "seellne- などい ふ 打消の 剐詞 があって 動詞に 先行す るが， 口木 語で 

は 動詞の 後へ 打消の 助詞で 否 定を する。 

これ は 大した 重要な 事で はない。 そして 私 は 日本語で も 古代に は、 さう だった ので はない かとい ふ假定 をす らもつ 

てゐる o 

1 五、 数詞の 構造から 觀 ると、 兩民族 は その 數へ 方の 上に 根本的な 相違 を もつ。 

これ は 注意す ベ き^ 名 な發兑 である。 

チ - ンバ レ ン 氏の 揭 げられ た 十 五條の 論據 とい ふの は大體 以上の 様な ものである。 アイヌ 語の 構造に 關 する 知識に 

は、 後に 述べる ごとく、 来 だ必 すし も 十分で ない 所 はあった が • 大體 の見當 は 今日 尙 少しの 動搖 もない 所であって、 

この 論斷 のあった 以後 は、 實は 日本語との 同 系統な ど は 生れ 出づ べき 餘 地が 無かった ので ある。 

第三 章 アイヌ 語の 本質的 特徵 
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アイヌ 語が 日本語と 違 ふとす ると、 朝鮮語 ゃ滿洲 語. 蒙古語： ソン. ク， -ス 語との 闢 係 はどうで あるか" それに は、 ァ 

ィ ヌ 語の 語法 上の 最も 根本的な 特徵 が、 どうい ふ 所に 存す るか を 見る ことが 必要で ある。 

アイヌ 語法 上の 第一 の特徵 は、 古來 まだ 何人に も 云 はれて 居ない ことで は あるが >  その 動詞が 人稱 差^ を もつ 言語 

であると い^こと である。 

卽ち、 國 語なら ば、 例へば 打つ は、 我で も 「打つ」 汝 でも 「打つ」 彼で も 「打つ」、 常に 「打つ」 であって 人稱に 由て 形が 

變る とい ふこと は 無い ので あるが、 アイヌ 語で は、 同じ に^ 「打つ」 が、 

第一 人稱 a-Idk 「(我) 打つ」 

第二 人稱 e-kik 「 (汝) 打つ」 

第三 人稱 tik 「(彼) 打つ」 

かうな る ので ある。 

だから 木當 は、 「アイヌ 語で 打つ は ぉザ とい ふ」 は、 實は 誤りで、 「アイヌ 語で tik は 彼 打つ である」 とい ふべき で 

ある。 從 つて アイヌ 語の 辭書 は、 Mk を ：to  strike" と譯 出す るの も實 は不當 で、 ：11c  strikes" と譯 出して、 規則 動 

詞と 書き入れて、 第一 人稱は a- 第二 人稱は ？ を附 ける 活用に 羼 する 動詞 だとい ふこと を 知らし むべき ものな ので 

ある。. 今迄の 世界的 辭 書の 遣 憾 ながら 不完全な 所以で ある。 

但し 右 は 雅語での 活用で、 雅語で は 第一 人 稱が單 *複 同形 を 用 ひるから まだ 簡^ だが、 口語で は 精細に 云 ひ 分けて 

規則 動詞が 次の 様になって ゐる。 

アイヌ 語の 本質的 特徴 
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アイヌ 語の 本 S 的^ 徵 

軍數  複数 

第 一 人稱 Irn-liik 我 打つ a-Mk 「我等 (相手 を も 含めた) 打つ」 chi-tik 「我等 (相手 を 含め やに) 打つ」 

第二 人稱 ？kik 汝 打つ e。Li-kik 「汝等 打つ」 

第三 人稱 Idk 彼 打つ Idk  (，pa) 「彼等 打つ」 

以上 は 他動詞 • 準 他動詞 (第一 類 動詞) の 活用で あるが、 完全 自動詞 (第二 類 動詞) は 少し 變 つた 形 をと つて 次の 様にな 

る o 

^ 一  人稱 ku-itak 「我 話す」 itak-sl 「我等 (相手 を 含む) 話す」 itak-asll 「我等 (相手 を 含まぬ) 話す」 

第一 一人 稱 e-itpk 「汝 話す」 eclii-itak 汝等 話す 

第三 人稱 itak 「彼 話す」 itak(-pa) 彼等 話す 

所が この 笫ニ類 動詞の 中には、 複數の 時に 語幹 を 異にする ものが ある。 P が附 くもの、 でになる もの、 全然 別形 を 冗 

る もの。 例 へ ば、 

單 数の 語幹  複数の 語幹 

想 きる lloxrnni  lloplmlp-a 

0 る lioshipi  hoslnlDpa 

人 る  auun  8-iluJP 

^ る  aslsl  0.S111P 


の ほる  yan  yap 

くだる  san  sap 

在る  an  oka 

來る  et  arm 

行く  Oman  daye 


だから アイヌ^の 辭 書の 各 動詞に は必す この 第一 類 か 第二 類 か を 示さねば ならす、 第二 類の 內、 複數 語^の 異形 を 

取る ものに ついては、 「複數 語幹 は 斯う」 と、 擧げて 示さなくて はいけ ない 害な ので ある。 この 第二 類 は 非常に 澤山ぁ 

つて、 而も 又、 接頭 辭を 採る と、 その 接頭 辭 によって は、 第二 類から 第 I 類の 活用になる ものが あり、 第一 類から 第 

一 一類の 活用に 轉 じる もの も あるから である。 

今迄の 本に、 動詞の この 活用の 種類まで を觀 察した ものがない ので ある。 

在来の 本 は、 動詞 はすべ て 只 一 種類の 活用で も あるかの 如くに 見做して、 あまつ さ へ 接頭 辭の i  i  の 類 を 凡て 

獨 立に 意味 を もつ 代名詞で あると 思った。 それ だから、 チ- ン バレ ン 氏の 様に アイヌ 語 は 無茶に 澤山 代名詞 を 使用す 

る 言語 だと 云った ので あるが、 この 人 稱辭が ある 爲 めに、 實 際の 代名詞の. R は、 實は 無用になる 位で、 よく/、 の 時 

でない と 用 ひられない。 アイヌ 語 は 代名詞 をば 滅多に 用 ひない 言語 だと、 正 反對に 云へ るく らゐ なので ある。 

尤も、 それ だから 日本語に 似て ゐ ると いふ 結論に なり はしない。 この 代名詞 を减 多に 用 ひない とい ふ 理由 は、 日本 

語と 同じ 理由から ではなく して、 偶 f フラ ン ッ" ボ ー スが アメリカ ィ ンヂァ ン の 言語に 就いて 云って ゐる、 その 理由と 

アイヌ KG 本 E 的特徵 
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アイヌ R の 本^的 特徴 

同じ 理由から なので ある。 『アメリカ イン f アン 語で は、 一 々の 動詞に 人 稱を表 はす 接 辭が附 くもの だから、 それで 

明瞭になる ので、 獨 立の 代名詞 は、 あっても 用 ひられる ことが 稀で ある』 と。 c-wandbook  of  American  Indian 

Language,"  1911) 

次に、 動詞へ、 人稱 差別が 結合して ると いふ こと も、 その 人稱が 主格 關係 ぎりの 事なら ば、 歐 羅 巴の 白人の 諸國語 

が 皆 さう であるば かりで なく、 ウラル ァ ル タイ 語族で も 大概 さう だ。 日 •  il  .滿 • 蒙 を 除いて は。 尤も 蒙古語で も、 

古い 形を存 してる ブリャ I ト 語に はや はりある。 なほ 滿州 語と 同系の 分れで ある ッ ンゲ ー ス諸 族の 言語に も 大抵 は あ 

る。 例へば 樺 太に 住む ォ 口 シ コ語 などで も。 

然るに、 アイヌ 語に は、 目的格の 關 係の人 稱 差別 も ある。 樺 太 アイヌ 語で は 雅語 口語 共に 或は i-) は 「我 を I」 

であり、 北海道の 雅語で は i- が 「我 を—」 である。 但し その 口語で は單數 en, 「我 を—」 であり、 複數は i- 「我々 (相 

手 を も 含む) を I」、 un- 「我々 (相手 を 含まぬ) を—」 である。 第二 人稱 は、 すべてに 通じて、 やはり 單數？ 「汝 を—」、 

複數 eclii 「 汝等 を—」 である。 笫 三人 稱 はすべ て を 通じて、 やはり、 何の 接 辭をも 取らない のが その 形で ある。 

故に、 その 活用 表 は 次の やうになる —— 

樺 太  北海道 口語 單数 同 複数  同 

彼が 私 を 打った  inlsik  enlsik  ikoiki  unkoila 

彼が 私 を 兑た  i(n)-nuliar  en-nukar  inukar  unnulfar 

彼が 私に 與 へた  ifu 、- kcute  ell.Iiore  1-iiol.e  UKL-iiore 
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彼が 私に 問 かした  i(ll)-nure  en-nure  1-mu.e  tfp.»c«-© 

我に 與 へよ (頂戴！)  i(n)-lsnte!  en-kore!  i-kore!  unkore! 

我 を！：：？ んょ (我に 逢へ) i(n)-nukar!  en-nuku-!  ^B&p--^  un-nulsr! 

所が この 目的格 活 m とい ふ もの、 存在す る 言語 は、 古く は Accadia の 語が それだった らしく、  Ural 系の 中で は 

Vogul 語 .Mordvin 語な どに も 少し は あるら しい。 樺 太の ギリ ャ ー クの 語に も、 私の 見る 所では やはり ある。 併し 

外に は 我々 の 國 語の 周圍ゃ 附近な どに は絕 えてない ことで ある。 

併し、 それに 止まらす、 アイヌ 語に は、 更に 一 動詞 (勿論 他動^に のみ ある こと) が、 この 主格と 目的との 人 稱接辭 

を 同時に 取る ことがあ るので ある。 例へば， 

樺 太  北海道 

an-e-konte  cln-e-kore 

e-iu-】ionte  e-en-lfos 

an-eclii-Itonte  clll-eclll-JJOro 

ecliiliu-konte  eciu-en-kore 

この、 人 稱辭が 二重に 一 動詞の 語體へ あら はれる 言語 を、 言語 學上、 抱 合 語 (Incorporating  language) と 云って、 

歐羅 巴で は >  フランスと スペイン の 境の ピ レ ネ 山脈の 中に 行 はれる パ ス ク語 がさう である だけ， あと はべ ー リン グ海 

峽 附近から、 H スキ モ ー 語、 それからして、 アメリカ イン ヂァ ン語 •  メキシ コ語 などが 皆 さう である。 南洋 ゃァ フ リ 

アイヌ 語の 本 K 的 特徴 


私が 汝に與 へた 

汝が 私に 與 へた 

我汝 等に 與 へた 

汝等 我に 與 へた 
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アイ ヌ語の 木 S 的特徵 

力の 方に は 今迄 知られた 限り 存し ない ことで ある。 

第 一 人稱の 複數が 常に 一 一 種あって、 「相手 を も 含めて いふ 吾々」 は 言語 擧上之 を 包括 形 (inclusive) と 呼び、 「相手 を 

ば 含めす に 云 ふ 吾々」 をば 對立形 (exclusive) と 云 ふ もので、 代名詞 及び 人 稱接辭 にかう いふ 區^ を 有して ゐる語 は、 

これ またべ T リンゲ 地方から H スキモ ー 語 •  メキシ コ語 及び 南北 アメリカ イン ヂ アン 語が さう である。 尤も こ丄 は、 

南方 で も 南米 の 方へ 近い ボリ ネジァ 語な どの 上に も 見受け られ る。 

包括 形の ^ が 凡て を 包括して 一人 稱 •  二人 稱 こ 二人 稱の みならす 汎稱 になって しま ふらしく、 「食物」 を a-e-p(e 

は 「食 ふ」、 ^は 「物」)、 着物 を amip  (，g は 「造る」、 P は 「物」) と；. ムふ 様に 云って 来、 一 曆 包括的に 且つ 一 曆 不定 的に 

なって (た、 ほんやり と 「人々 が」 とい ふ 程の 意味から) 「柬 京と 云 ふ 所」 など 云 ふ 時に ど ふ gkor  a-3，e  Istall" (se 

tor は 「と」. ye は 「云 ふ」、 istan は 「所」 「村」 「 鄕」) など 云って 來る。 か、 る 所は隨 分、 「食 はれる 物」 「着られる 

物」 コ-ム はれる 所」 と 受身に 譯 せば 譯 される ところで あるが、 アイヌの 心で は、 尙 能動 (active  sense) で 云って るの 

であって、 決して 受^の つもりで は 云って ゐ ない。 「入々」 「みんな」 とい ふやう な^の 意味 を 持って ゐる。 所が、 「馬 

力.^ に恣- さ. w た」 を urnnm  orowa  a-rails  (kamui は 「熊」 orowa は 「から  一 raike は 「^す」) と 云 ふこ 至つ 

て、 立派に 受身で、 畢竟 アイヌ は、 受身の 語法 を この 包括 形の 第 一 人 稱複數 の 形から 造り上げて ゐ るので ある。 

おし rv 定稱ゃ 汎稱の 場合まで も、 呰 同 一 形で あるから、 全部 を (いくら 受身に 譯し 得られる からと 云って) 受身 

と見侥 したら、 チ-ン バレ ン 氏の 云 ふやう に、 アイヌ は- 無茶に 澤山 受身 を 使 川 するとな つて 來 るので あるが、 眞に 

受身と 見做すべき は、 最後の 例の やうに orsva  (から〕 卽ち 英語 だったら by にあた る 様な 語の 伴った 浮 ぐら ゐなも 
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ので、 これが 半って 出て 來る 場合 は、 決して さう 多く はない ので， あるから、 實際 は、 アイヌ は、 さう 澤山 受身 を 使用 

しない 言語 だと 云 はなければ ならない ので ある。 

最後に、 所謂 前置詞の 問题 であるが、 チ *- ン バレ ン 氏の 擧 げられ た 様な 語形 は、 日^側 近の ことに 澤山用 ひられる 

形で、 あの 例の 語. 卽ち朿 *西 とか、 南 • 北 とかい ふやうな もの、 ほかに も、 濱の 方と か 山の 方と か、 前と か 後と か、 

奥と か邊 とか、 上と か 下と か 云 ふ 様な 語に、 o を附 ける と 「から」 の 意味に なり、 e を附 ける と 「へ」 の 意 化になる。 

例へば、 

o,tim-un  sau 山から (彼が) さがった。 

e-kim-im  al.pa 山へ (彼が) 行った。 

？ pisll.un  ek 濱 から (彼が) 來た。 

e.pisll-un  san 濱へ (彼が) さがった。 

この ！am は 「山」、 t は濱、 S1 はた ビ位笸 を 示す 助辭 である。 そして、 o は 「尻」 とい ふ 語、 e は 「 顏」 とい ふ 語 

である。 畢竟 「山へ 尻 を 向けての 運動」 が 「山から」 になり、 「山へ 面しての 運動」 が 「山へ」 になる。 他 も 同様の 關 係で， 

かう して、 「から」 と 「へ」 とが 云 ひ 分けられる。 これ は實に 原始的な 面白い 語法で、 「前置詞」 とい ふより は 接 辭と云 ふ 

べき だから、 チェ ン バレン 氏の 說明は 誤で ある けれど、 かう いふ 語法 は 日本に はない から、 これ を 擧げて 日本語との 

相違の 論據 とする ことに は 少しの 誤 もない。 

アイヌ 語の 特徵 を列擧 するとな ると、 以上の 外に、 ほか は 暫く 省略 するとしても、 唯一 つ 是非 擧げて 置かなければ 

アイヌ S の 本 的 特徴 
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1： 語に なつ た アイ ヌ WS 

ならない 事 は、 人稱接 辭の附 いた 動詞の 語體 へ、 更に、 i i ト などの 接辭が 結合して 種々 なる 意味 を 添へ、 一 動詞 

さながら 一 文の 靓を呈 して、 听謂輯 合性 (pclysyntiiesis) を もつ ことで， これ は 西 隣の アジア の 諸 國語ゃ 南洋 方面の 

言語に も アフリカ 方面に も絕 えて 見受けざる 特質で、 た^、 ピ レネ 山 ^ の バスク 語 や、 極北 種族 • アメリカ イン ヂァ 

ン の 言語 に 見受ける だけで ある。 

この 様な 性^ を もつ アイヌ！？； i は、 たと ひ少 許の 單 語の 類似が 見出されても、 到底 我々 の 國語ゃ * アル クイお 族と も 

同系の 言語で あると は 云 ひがたい。 やはり アイヌ 語 は、 アジアの 朿陬 に、 その^む 國が 離れ 岛を 成して ゐる 如くに、 

世 界言語 の 上に も、 飛 び岛を 成し てゐる ものであると 斷ぜ ざる を 得ない。 

第 四 章 ^語に なった アイヌ 語 

ヱゾ (蝦夷. 狄) アイヌの 前名。 この 名 は 平安 末期、 鎌 倉 初頭の 頃から * 蝦夷 族 を 云 ふ 名と して あら はれて 來 * 鎌 

倉 以降 Q 文書に は、 よく 狄の 字で 書かれて やはり 讀 むに は、 專ら さう 讀 ませて ゐる。 津輕家 • 松 前 家の 文書み な それ 

で、 口に は 私共の 幼い 頃まで やはり 松 前の H ゾ とのみ 云って 來た。 アイ ノ  • アイヌと 一 般 がい ふやう になつ たの は 比 

較的 新ら しい ことで ある。 それ は、 昔から 呼びつ けて 來た H ゾの 名が その 人 々の-斗に、 侮蔑 的に 響いて、 いやな 名に 

なって 來て、 さう 呼ばれる こと を 好ま なくなつ たとい ふこと は江戶 末期の 人々 の 彼の地へ 渡った 見聞 記に よく a えて 

ゐる。 それで、 ァ イノと 呼べば、 喜んで 返事 をす ると 云って、 段々 ァ イノと 云 ふやう になった ので ある。 

今の 北海道 アイヌに は、 ェゾの 名 はや はりい やな 名に なって、 通用し なくなつ たが、 しかし 樺 太に はま だ 生きて 居 
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る。 北海道の 人々 ほどに、 內地 人の さう 呼びかける 人に 澤山 出逢はなかった もの だからで あらう。 依然として、 あの 

人々 を 云 ふ 名と して、 否 寧ろ (神に 對 する) 「人」 とい ふ 語と して、 又、 和 人に 對 する アイヌの 意味の 語と して、 換言 

すれば、 アイヌと 同義語と して、 往々 それと 對語 にして 使 はれ、 古語と して 取扱 はれて 居て、 少しも 侮蔑 的 意味が 無 

いのみ か、 改まった 時の 四角張った 詞 遣に 用 ひられる。 いは ^雅語と なって しまって ゐ るので ある。 卽 ちその 發音は 

encliiu 或は enclm であり. 淸濁相 通な もの だから、 enju とも 發 音され る。 平安 末期の 人々 が、 これ を眞 似て ェゾ 

と 云った のが 起原であった らうと 思 はれる ので ある、" 

エミ シ* ェ ミス (蝦夷) この 人々 の 最古の 名。 恐らく は、 上述の encliiu,  enclm の 今一 つ 前の 形が emchiu,  em 

elm だった ので、 その 時代の 邦人に、 ェ ミシ • ェ ミスと 傳 へられた ので あらう。 そして これが、 こちらへ 入って から 

こちらの 口で H ビシ •  H ビ ス などと 訛って 來 たもの だった に 違 ひない。 語尾の シ • スを 省き、 語頭の H ミ (H ビ) を蜈 

であら はして. 東夷 だから、 ^れ で蜈 夷と あてた もので あつたので あらう。 

アイ ゾ* アイヌ (愛 儂. 愛 奴 Ails,  Ainu) これ は 勿論 同一 語で、 聞き 様で 二様に 傳 はった ものである。 向の 語と し 

て 男子の 稱 であり、 長者 • 分限者と い ふやうな 意味が あって 尊敬の 感情が 伴 ふよい 言葉で ある。 一 般に及 ほして 「人」 

の 意味に なり、 前述の 21C11U と 同義に なった ので ある。 永く 傳 はれる と 尊敬の 意味 も 薄らいで、 ァ イノ  *ァ イノと 

呼びつ けられる こと を 厭ふ氣 持が 生じ、 その 爲に 役所の 文書に は 土人と 呼ぶ ことにしたら. 喜ばれた 時代 もあった。 

併し 本人 同士の 間に は尙 アイヌと 呼び 合つ て 本來の 敬意 を 伴って 用 ひられて ゐる。 

シャ モ (舍毛 • 者 某、 sham) 和 人。 『新羅 之 記錄』 を始 として、 松 前の 記 錄ゃ數 多の 蝦夷 物の 書類に 見える この 語 

al 語に なった アイヌ 語 
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3 語に なった アイヌ 語 

は、 アイヌが 日本人 を 呼ぶ 語と して、 或は 蝦夷 語で 「人」 を 云 ふ 語と して、 擧 げられ てゐ る。 シャモ は 精確に は slisn 

であって、 藻汐 草に、 「平 人、 ャ 、 シ ャ モ」、 (ャャ は 「た^の」 「平常の」 の 意) と ある シ ャ モも それで ある。 sham は 

アイヌ 語の 側 • 傍の 意、 自國の ものから^; 別 をして、 內 地から 行く もの をシ ャ ム の 何々 と 呼び. n 本の こと をシ ャ ム 

モシ リ (sham  moslm, 「傍 國」) 或は シャ モロ モシ リ (SImm-oro  mosliir 「傍の 國」) と 呼び、 日本人 を 遂に シ ャムと 呼 

ぶに 至った ものである。 自网 人なら ぬ 「わきの 人」 「はたの 人」 の 意であった。 頭 立つ 人に 對 して は * 「大」 の 意味の シ 

(Shi) を 添へ て、 シ シャム (shi,sham) とも 云った のが、 藻汐 草に 「人、 シシ ャ ム また シ シ ャ モ」 とも、 と ある 語で あ 

る。 一 般に及 ほして 遂にす ベての 曰 本人の こと をシ シャムと 云 ふ 様になって 行った からで ある。 當 時の 人々 に は 「人」 

と 夷と を 分ける から、 人 は卽ち 日本人の ことで 藻汐 草な どに もさう 書いて ゐ るので ある。 因みに 柬方 カムチャツカの 方 

から c シァ 人が やって 來 ると 口 シャ人 を もこの 語で 呼んで、 フ レシ シャムと 云った。 フレは 「赤」 の 意で、 フ レシ シャ 

ムは卽 ち 赤 人で あるが、 アイヌに 取って はや はり 東方の 「隣人」 だった からで ある。 

ォッ カイ (ckkai) 四十 前 後の 成^-男子 を アイヌ 語で さう 云 ふ。 松前舊 記な どに は乙孩 などと 書いて ゐる。 

ゥ タリ (utari) 同族、 儕輩、 家の 子 郞黨。 アイヌ 語の utar  (人々) の所屬 形で、 「の 人々」 「彼の 人々」 「彼の 族 • 

人 *郞 黨」 などい ふ 意味の 語で ある。 棺多 利な どの 字が 宛てられて ゐ たもので ある。 

永 正 十二 年 夷 賊徒 蜂起、 六月 二十 二日、 光廣 朝臣、 以レ計 (中略) 招， 一 入 夷賊之 酋長 庶野 訇峙 兄弟 幷侑多 I！ 二日 行 酒。 

(正 保 三年 舜亮撰 松前舊 記) 

現代で は、 『若き ゥ タリに』 とい ふ 歌集 も あり、 雜誌 にも 『ゥ タリの 友』 とい ふの が ある。 
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ォ ムシ ャ. ォグ シャ. ォ ゴシャ (umusha) 有司 巡 島の 折、 蝦夷に 謁を賜 ふとい ふやうな 儀式 的會見 をす る。 その 時、 一 

同へ 酒 食 を 振舞 ひ大 饗宴 を 開く。 アイヌの 方で それ をゥ ムシ ャ (tcnuslla) と 云 ふ。 通 辯な どの 發音 では ォ ムシ ャ • ォ 

グシャ .ォ ゴシャ などと 訛り、 旅行家 は、 よい 加減な 字 を 宛て、 恩赦な どと 書いて ゐる。 アイヌ 語の 方で は 「交 歡」 の 

意味で しか 無い。 muslia は 久濶を叙し >  或は 再會を 喜んで、 體 をな で」 親しく 會釋 する ことで ある。 語頭の ゥは 「相 

互」 を 意味す る 接頭 辭で、 有司の 和 人の 側と 村の アイヌの 側と、 相互の 好意 を あら はして 歡び をす る 意味だった のに、 

1 方 的に 取つ て 恩赦な どい ふ 勝手な 字で 音譯 して ゐ たの は、 蟲の好 過ぎた 誤りで ある。 

ショチ キネ (slmtu) 戰爭に 用 ひる 棍棒。 白 石の 蝦夷 志 や、 林 子 平の 蝦夷 圖說、 義經勳 功記な どに 武器と して シ ョ チ 

キネ を擧 げてゐ るの は、 物 その物が 杵 に似て ゐ るからで • シ" -チは sliutu  (棍棒) である。 戰の 武器と して 實 際に 打 

ち 合 ふ もの は、 刀よりも 寧ろ これだった ので ある。 刀の 方 は 寧ろ 宗敎 的な、 降魔 破邪の 意 を もつ 儀式用の 装飾、 護身 

用の 寶 であった。 

スッ (ョ Itu) 決鬪 用. 刑罰 用の 棍棒。 語原 的に は 前條と 同じ 語で あるが、 これ を 以て 打ち合 ふこと を 「 スッ 打ち」 と 

呼んで、 數 多の 蝦夷 物の 書類へ 出て 來 るの は、 戰鬪に 用 ひる ものより は 短く、 打ち方 及び 打 たれ 方の 練習が あって、 

有司 巡 村の 折、 ォ ムシ ャの 後、 酒與 に、 その 面前で 演技して 見せる のが 習慣に なり、 勇壯な ものと して 喧傳 されて、 

色々 な 蝦夷 物の 本に この 名が 散見す るので ある。 

メづ 力 (mekka) 刀背。 「 スッ 打ち」 と共に 喧傳 される 「メッカ 打ち」 と 云 ふこと があって、 後に は屢 "混同され、 「メ サ 

力 打ち」 の 名で 「スッ 打ち」 のこと を 述べて る 書物 も澤山 あるが、 全然 別の 行事で ある。 メッカ 打ちの 方 は、 死人の あ 

同 語 になった アイヌ 語 
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る 時、 最も 緣 故の 深い もの を、 親類が 刀の 背で その 眉閗を 打って 血 を 流させる 儀式で、 死 震が 取りつ かない 爲め のま 

じな ひに 起った 舊 習であった。 

サケ • スケ (鮭) 東國 にて 鮭 をサケ ノヲ. サケノ ィォ • サケノ ョ など 云 ふの は 鮭の 魚であって、 さけ は外來 語の 趣が あ 

る。 アイヌ は 鮭 は シィべ (sw-ire 「眞 食」) 又は カム イチ- プ (Kamui  CISP 「 祌 魚」) と 云って、 魚 を 常食と した アイヌ 

力ら さけ 

では 最も 大事に される 魚で ある。 內地 では * 昔は鹽 をした 干 鮭 •  たけを 鮭と 思って 粗末な 魚と S つて ゐ たが、 鮭の 镀れ 

る 本場で は、 やはり 大事に して 鮭の^と 云って ゐ たので ある。 鮭と 似て ゐて、 外國 などで も屢 f 一緒にされる ® は、 

江戶 でも 區別 をせ すに 鮭と 一 様に シ ャ ケと 呼んで ゐ たもので あるが、 罇は 夏に 獲れ る もので * 鮭 は 秋に 痙れる もの だ 

から、 アイヌの 夏日の 常食 は罇 だった。 それで アイヌ 語で シャ ケン ベ、 サケン ベ、 もっと 精密に は、 シャ クイべ 又は シ 

キべ (sak-ii〕p  shak-ipe) と 云 ふの が、 邦人に 江戸時代から シャ ゲンべ • サケン ベと 訛られて ゐた。 恐らく. シ ャケ. サケ 

の 語原で あらう。 鮭の 方 は、 邦語で は アキ アジ (秋 味) と 云 はれて ゐた。 奥州 や 常 陸で、 産卵の 爲に 秋遲く 川へ 上る 大 

鮭 を スケと 呼んで ゐた。 これが、 アイヌ 語の 鮭 を 呼ぶ 今一 つの 名、 卽ち 「秋 味」 の稱の 原語 チュ クチ エブ (cimk  chep 

「秋 魚」) の チュク 「秋」 に關 係が ありさう である。 チュ がシュ 若しくは ス となる のは國 昔の 轉 訛の 常で ある。 卽ちシ ャ ケと 

スケと は、 アイ ヌ 語の 夏 (sllak) と 秋 (CIU1I0 とで あるら しい。 

ユタ ラベ 津輕. 松前邊 の 人達が、 夷 女に 誹へ て その 特技の 剌繡を 施させて 衣類に 仕立て \ 着る ことがあった。 稱し 

て ユタ ラベと いふと。 

「夷人の 縫 を 乞 ひて ュ クラべ とい ふ」 (淡齋 著、 「松 前方 言 考」) 
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思 ふに 「模様 づけ」 は アイヌ 語に チタ ルぺ又 チタ ラベ (cllital.po) とい ふ。 今 曰で は、 着物 の 投様 の 刺繍 は チカ ル カル 

ベ 或は チカラ カラべ (chikarkarpe) とい ひ、 花莫 藍の 模様 や、 それで 造った 手提袋 (カバン 様の もの) の 模様 附 けに チ 

タルべ とい ふが， チ クルべ の 外に、 イタルべ 或は イタラべ itarpe ともい ふ。 秦檍 丸の 蜋夷產 業圖說 に、 アイヌの 衣 

類を數 へて 互に 以多 津邊 を擧げ て、 「樹皮 を縑 り、 領緣及 背に 刺繍し 篆 文の 如し」 と 註した の は 恐らく はこの 語で、 ィ 

タラ ぺを 誤って 以 多津邊 とした もので あらう。 この イタラべ と、 松 前方 言な どに いふ ュ タラべ とが 同 原ら しい。 

モチフ 

モチフ (Mcship 「小舟」) 「松 前方 言 考」 に 『漁業 をす る 釣 小舟 を持府 とい ふ。 チップ は 夷人の；！ 也〕 和 人 もお しなべ 

て 云 ふ 所 也。 福 山舊記 云、 モウ チップ 艨 軍船に て、 則ち 廷尉 義經 など 乘渡 りし いくさぶね を さして 後人 云 ふと 見えた 

り。』 と あるが、 義經に 思 ひ 合せた の は妄斷 である。 モは アイヌ 語に 小なる 意味が ある。 

トド まつ (椴 松 き d(>rop) モミ 屬の 喬木。 トド とも、 ト，、 、松と も 古くから 云 ふ。 安政の 「松 前 志に」 『卜、、、、 本 宇 

本名 未詳。 方 俗の 稱 なり。 亦ト. ド n ッブ とい ふ。 これ 夷 方の 詞 なるべし。 根の 字 用 ふれ ども あたる ベから す 云々。 木 

-. ノラ や-  /  .fw  t  \ 

理を視 れば白 樅と 云べ し。 柏樹 此 物に 近 からん か』 と。 今 アイヌ はこの 木 をフプ (I1UP) とい ひ、 トド n ップ とい 

ふ ものが なく、 「北海道 樹木 志 料」 にも、 北海道 植物 名詳 表に も、 バ チラ ー 博士の 辭典に もトド a ップの 語は絕 えて 見 

えない。 恐らく は 入口 地方の アイヌ 方言の 疾 くに 廢 語に なった もので あらう。 津輕 にゐた 蝦夷 もこの 木をト や a ッブ 

と 云ったら しい こと は津輕 一統 志に 確證が ある。 寬文十 年、 津輕 藩が 幕 命 を 受けて 祕密に 蝦夷 地 を探檢 した 時、 津輕 

蝦夷 を 通辭に 連れて 日 高へ 上陸した 時の 報告に、 その 邊の 山に ある 樹木 を 舟から 見て 列擧 した 中に、 ト》 u  "ブの 名 

が 見えて ゐ るので わかる。 この 一行 は、 北海道 アイヌと は、 すぐ 衝突して 採撿を 遂げ 得すして 歸 藩す るので、 北海道 

_E 語に なった アイヌ 語 


27  ― 


I： 語に なった アイ" * 語 

アイヌ 語 を 記す る餘裕 が.^ かった から、 正しく 同伴した 津輕 蝦夷の 語で ある こと は 前後の 藜 情から 兑て 明か だからで 

ある。 

さすれば、 語形から 見ても アイヌ 語らし いこの トド ロップ は、 或は todorcp などい ふ 入口 地方の アイヌ 方言だった 

かと 思 はれ、 それ を 邦人が 口にする につれ て 下略した のが、 今の トド となった もので あらう と 推測され るので ある。 

カバ. カニハ (櫻 皮 •！：)。 えぞう はみ す ざ くら。 今日は カバ (カンパ) は 白樺な どの 屬の 名と なって ゐる けれど、 神代 

の 卷の香 山の ハ ハ 力 (朱 樱) が 今い ふ カバ ザ クラ だと 云 ふし、 萬 葉 集に は (六の 十八) 「櫻 皮 纏き、 作れる 舟に」 と ある。 

それが、 倭名抄 (廿) に は 「樺、 加 波、 叉 云、 加 仁 波」 と 見えて 居り、 大 言海 は、 カー 一 ハ. カンパ. カバ は 「何と • なんど • 

など」. と 同じ 變化 であり、 その カニバ は、 カー 一 ハザ クラに 同じと して、 櫻の 方に 解し、 『樹皮 は 物を卷 くに 強し』 とか 

『皮 は 物を卷 くに ffl ゐら る』 など 云って ゐる。 さう すれば アイヌ 語原で はない かと 思 はれて 來る。 なぜなら. アイヌ は 

櫻 皮 を 力 リバ. カリン バ (或は、 カリ" パ) と 云 ひ、 やはり 舟 を 造る に、 あの 樹皮 を 以て 卷 いて 綴ぢ、 弓な ど を もこれ を 

卷 いて 重 膝の やうに したり、 曲げ物な ど を も、 束 北 地方で やる やうに アイヌで もこれ で綴ぢ などす る ことで ある。 そ 

してぐ るつ とま はって 纏く ことが アイヌ 語で L.arira である。 

力 リバが 力-一 バ となる こと は 極めて あり 得る ことで あり、 北海道 屮 にあって、 その 皮が、 さう いふ やうに 用 ひられ 

る あの 櫻の 木 を アイヌ 語で カリン パー 一 (I5arimra-ni) とい ふ。 一 一 (ni) は 木と いふ ことで ある。 

眞 樺の こと をもァ イス は 力 リンパ タツ (karimpa  tat) とい ふ。 タツ (tat) が 凡て 眞樺 や、 白樺 や、 ダケ 力 ン バ や、 ャ 

チカ ンバ などの 锶 名で、 眞 樺の 皮が 叉 さう いふ やうに K ひられる から、 それでも カリン バ タツ であった が、 我が 國で 
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は カン バ の 名が これらに 專ら いふ ことにな つて. 櫻の 皮の ことだった 本義が 忘られて 來た。 若し か 日本の 古名が 朱樓 

で、 力 一一 バザ クラ は朿國 人の いふ 力 一一 バを取 入れて 来た 語ではなかった かと も 想像され るので ある。 

シゥリ (slliuri) 薔薇 科サ クラ 屬の 樹木。 みやまい ぬ ざ くらと いふの も 一 つもの らしい が、 この 木が アイヌで はシ 

ゥ リ (slliuri ) である o 

シン コ まつ ( ー— ^-. ェゾ マツ (shunku) の 内の ァカ ェゾ マツが、 アイヌで は 「た^の シ ユンク」 とい はれる 力 この 

シ ユンク を 訛って シン コ とし、 松を附 けて シン コ マツと 云 ふやう になって ゐる。 

グイ まつ ( — <ムン 落葉松で ある。 アイヌ 語で は クイ (Kui) であるが、 濁音に 聞こえた ものら しく 諸 人士 之 を-クイ 

まつと 傳 へたので ある。 

ヒネ キリ まつ 這 ひ 松の ことで ある。 根 室 地方から 千島の 島々 及び 擇捉の 方に 多く、 ヱ トロ フ アイヌ 語で この 木 を 

へ ネッケ レ ( henoldsre ) と 呼んで ゐる。 ヒネ キリ まつの 名 は それから 出た ものら しい。 

ィケマ (itema) 牛皮 消、 ii 科の 植物。 极を藥 m として 馬の 病に 効が あると いはれ る もの。 日本の 舉 名ィケ マと 

云 ふやう であるが、 江戸時代から 蝦夷 物の 本に よく 見えて ゐ るので、 それ を 採用した もので あらう。 アイヌ 語で この 

物 を Pemip とい ふが、 また 殆んど 全地方の アイヌ 語で ilsma ともい ふ。 有毒 植物で あるら しいが、 アイヌ は 色々 

の 効驗が ある ものと 信じ、 旅立な どに は 必携の ものと なって 居る。 沖へ 出漁の 折な どに も携 へて， 极を 細く 刻んだ の 

を、 口中に 含んで 吐き出す と、 沖の 浪が鎭 まり，. 雲霧 も牧 まる もの だな どと 信じて ゐる。 かやう に 重んじられて ゐる 

ものである 上に、 その 發 昔が 偶 f 邦語の 生 馬に 通じる 所から、 邦人 は、 これ を 馬の 藥 である やうに 言ひ傳 へ、 考へも 

词_^ になった アイヌ 語 
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した。 それが また アイヌへ 入って 信じられても ゐ るが、 この 方 は アイヌに 取って は 後の 外來 信仰に 屬 する もので、 ァ 

イスの 古老の 中には r 藥 だか * どう だか、 澤山 食べさす と. 馬で も醉ふ もの だ」 と 云って ゐる ものが ある。 

シコロ 蘗. 货蘗 • 千 ハダ。 アイヌ 名 シケレ ベ-一 (shikerl〕e-ni) である。 シケレ ベと は その 某實、 アイヌ は 好んで 之 を 

炊ぐ。 ほろ 苦い 味 を もつ が、 植物 性の 食料の 重耍な 嗜好品と なって ゐる。 この シケレ ベの 生す る樹の 意味で シケレ ベ 

一一と いふので あるが、 我が 邦で は、 その 樹幹の 眞 黄なる 點 から 黄 膚と 呼ぶ。 卽ち 我が 國 では キ ハダが 本名で、 語原 も 

わかる が、 シコ， 口 は 別名で あり、 その 意義が 不明で ある。 殊に キ ハダの 樹の * 實は、 藥用 にして、 シコノ ヘイと 呼ぶ 

ことが 愈 f わからない 名で ある。 若し ゃシ コノ ヘイ はシコ 口 ベ では あるまい か。 ァ ィヌ 語の sh&sr-pe がシコ 口べ に 

訛り、 その 樹が シコ n とい はれる ので あったら、 正に アイヌ 語原で ある。 

トチ (橡 .栃)、 七 葉樹. 沙羅 樹。 無患樹 科の 喬木。 この 樹の名 は アイヌで も トチ- 一 (toclli-ni) であって、 二  (ni) は 「 樹」 

であるから、 正しく 冋じ稱 呼で ある。 何れが 元で あるか わからな いが >  アイヌの 方で もこれ は 本来の アイヌ 語で ある 

と考 へて 居り、 ほかに アイヌの 本名と いふ ものがない らしい。 桢 物名詳 表に も、 全地方の 語が 皆 一様に toclii-ld と 

なって ゐ て. 更に 別 語がない。 若し アイヌから 日本へ 入った 語 だと すれば、 カバな どと M じ 様に、 本州 アイヌ 語から 

人った 極めて 舊ぃ 由来の もので なければ ならない。 

但し、 一つの 疑問 は 、「樹木 志 科」 に、 トチの 木の 土 言と して ヲシ 3  口と いふ， 語 を擧げ 、「北海道 志」 また 土 言 * ヲシ， 

口と して ゐる ことで ある。 して 見れば、 古い 北海道 アイヌ 語に oshol.o とい ふやうな 名が 存し たもので、 現今 忘れら 

れて、 邦人の 云 ふ トチの 名 を 一 般に用 ひて ゐ るので あらう か。 
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ォヒ ヨウ 揄 科の 喬木 * おひよ うだ も。 樹皮から 厚司 を 織る もので、 アイヌで は最 重要な 樹 であるが. その アイヌ 名 

は アツ-一 (at-ni) で、 それから 織る 布が at  tusli 卽ち 厚司で ある d 北海道 方言 この 木 を、 ォヒ ョ ウダ モと云 ひまた 單に 

ォヒ 3 ゥ とも 云 ひ、 これが 今日 この 樹の 日本の 擧名 となって ゐる。 では 北海道 方 IB のォヒ 3 ゥは、 どうい ふ 語で あらう 

か。 今日まで これ を外來 語と 見て ゐる本 はない 様で あるが、 樺 太の 古老が ォ ピウ (opiu) と 云 ひ、 これから 織った 布 

を opiu  kah  rusli と 云って ゐる。 ifal! は 「皮」 である。 この オビ ゥが 若し ゃォ ヒョ ゥの 語原で はない かと 考 へられる 

ので ある。 但し、 外の 書に まだ opiu とい ふ單語 を 拾 ひ 上げて るの を 見ない。 

アツ シ (厚司) 織物の 名。 ォヒ ヨウの 木の 皮の 織緯を 曝して 機に 掛けて 織り出した 布で、 ォヒ ヨウが 通名 at である 

から、 布 を at-tusli とい ふ。 淡褐色で、 厚い 布で あるが、 雨 をはぢ き、 夏凉 しく 冬 暖かに、 且つ、 强 いもので あるか 

ソな 

ら責 重され る。 ァ カダモ から 織る もの ほど 赤み 味が 濃くな く、 科の 木から 織る 「まだぬ の」 よりも 淡色で、 蓴 麻から 

鐡る もの ほど 白く 光澤 あり はしない が、 日本の 木綿の 布地の 輸入品が 今 ほど 潤澤 で安價 でなかった 時には、 これが 通 

常 服と して、 昔の 毛皮の 着物 を 耻ぢた 部落の 人々 に、 裘に 取って 代って 多く 用 ひられた ものだった から、 ァ， の樹も 

部落に 近い 山 々に は 大抵 採り 盡 されて、 樺 太に は 最早 殆んど 見が た乂 なり、 北海道で も 奥山へ 行かぬ と 採取 出來 なく 

なり、 木綿の 得 易く 安價 になった 今日で は、 日常 服に は 見られ なくなりつ、 ある。 attush の tush は 綱 *繩 などの こ 

とで あるが- 樺 太の やうに、 もと 或は at-rusli であった かも 知れない。 rush は 皮の ことで ある。 尤も、 一 般の皮 は 

kap で、 木皮 は nilsp が 今日 普通であって、 ■  SS11 の 方 は獸の 皮に 用 ひるが、 それ は獸の 皮が 一般の 衣服だった から 

で、 それに 代 はる 樹皮が ^ ひられる 時に、 at-rush と 云った のが、 音韻 同化で at-tusli になった もので あらう。 今 曰 

H 語に なった アイ * 語 
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では 卞.^ の 織物が すべて attush と 呼ばれよ うとして、 ァカダ モの布 を も nikap  att-sh などい はれる。 しかし 樺 太 

では、 

オビ ゥの 皮の を opiu-lfpll-nlsll 

赤 ダモの 皮の を ni-kall  rush 

蓴 麻の 皮の を tali  1.US11 

そして 北海道の uttush とい ふ 語 をば at-l.usll と發 音して ゐる。 1.US11 が 樹皮の 布 一般に 通じて ゐる。 

扦し 機の こと をば、 北海道で attush-kal.-pe 「厚司 を 造る もの」、 樺 太で alu.usll-kal.a-alllpe 「厚司 を 造る もの」 と 

云 ふから、 やはり 厚司が 代表 名の やうで ある" 

さて この 厚司が 江戶 時代 大阪の 方へ 蜋夷 地土產 として 齎らされ たのが、 はしけ 人夫 や、 荷馬車 虫な どの 前掛 などに、 

アイヌ 語 を その ま k ァ ッッシ の 名で 用 ひられて ゐる內 に、 地 厚な 織物で あるから、 「厚」 の 意味が 語原 意識に 登って 來 

て、 厚司と いふ 宛字が 起こり、 段々 原料の 無くなる 所から、 ォヒ ヨウ 以外の もので 織る 所の 同じ 用途の 布地へ 依然 こ 

の 名が 襲用され て 今日に 及び、 大正 頃から 東京に も 本 鄕湯島 通りな どに 厚司 專 門の 店な ど を 見た が、 働く 人の 用 ひる 

地 厚の 織物で、 もう アイヌの 織物と は 何の 關係も なくなって、 名稱 * たけが 使 はれて ゐる。 

> やら ほく 

ォッ コ.. ォンコ いち ゐの 東北 方言。 いち ゐ • あら、 ぎと 同じ 種類の 木で あらう が、 寧ろ 東北 地方の 伽羅 木と 似て ゐ 

て、 伽羅 木 ほど 矮性 ではなく 高く 立つ。 アイス は 之 を ラル マ 二  (ranna-ni) とい ふ。 辭書 やその 他 從來の 書に は 2TU 

mani 或は raramaui と 書いて ゐる が嚴密 に は ramlani なので ある。 それ を 松 前 の 人々 はォ " コと云 ひ、 津輕の 人 
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は オン コと云 ふので、 今では 專らォ ンコ • ォゥコ が 通り名に なって ゐて、 アイヌに も 通 川 はする が、 本當の アイヌ 語で 

はさう いはす に必す rarmani と 出て 來る。 併し ォ ン コ • ォッコ は 日本の 他の 地方で は 云 はない 方 一一 一巧で あるから、 これ も 

トド まつの トドの 様に、 津輕 海峡 附近の アイヌ 卽ち松 前 地方 や 本州 北部の 蝦夷の アイヌ 語であった らう も 知れない。 

尤も onko にしろ OES にしろ、 アイヌ 語形で は あるが 語原 は 未だ 詳か にならない。 

ム リツ. モ 11 チ (てんきぐ さ) 禾本科の 械物。 アイヌで は 土間に 敷く 薦を 織ったり、 籠に 編んだり、 耍 用な 草で あ 

つ て、 アイヌ 藁と い ふ 名 さ へ 生じて ゐる。 併し 所の 和 人た ち は、 モ 口 チ とか ム リツと かいふ 名で 呼んで ゐる。 それ は 

アイヌ 語の mtlrir,  murur とい ふ 草で あるから. 多分 この ム リルが ム リツに、 轉 じて モロ チ となった もので あらう。 

ホ ツキ (北 寄) 貝の 名" 舊 くより 東北 地方で 用 ひて ゐる 語で、 露 伴 博士の 紀行文の 中に も 見えて ゐ たが、 中央に は 近 

年に なって 入って 來 たの かも 知れない。 馬鹿 貝の 大きい 様な もので、 今はホ ッ キと 云って、 鐯 詰が 大デ パ，' トは どこ 

にも 來てゐ る。 この 貝の 名の 語原に 就て は、 露 伴 博士が、 北の 海に ある 貝 だから 北 寄 か、 と 戯れて 居られた が、 アイ 

ヌ 名はボ ッ千セ (セは 「貝」) であるから 多分 は それの. 日本語 化した もので あらう。 アイヌ 語ボ" キセ は、 語原 的に は！ sk 

し t> 

se であって， pok は 下と. S ふこと、 轉 じて 女 陰の. ことで ある。 

ラジコ (raids) 臘 虎. 獵虎。 易 林 本 節用集に 蠟虎、 享 保の 合 類大 節用集に は、 獵虎俗 作-一 蠟虎 1 と 兌え， また その外 

に臘 虎、 時として 獺 虎な どと 書かれる が、 ラッコ の 音を寫 す爲、 早く は ラウの 音 を 用 ひたが 近代 は、 合理化して 「獵」 

「獵」 など 色々 の 字が 用 ひられる 様になつ たので ある。 倭訓菜 に、 「蝦夷 人 は ゑ. りと いひ， 老獵虎 をし ひに とい ふと ぞ」 

と ある は" 何に 據っ たか 不明。 「獵 虎島 は 蝦夷より 百 里 ありと いへ り」 と ある は 今の 得撫 島の こと を、 古く、 さう 云つ 

屆 R になった アイヌ 翳 
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た。 こ、 は、 當時 無人島で、 ラッ コの產 地で あり、 擇捉. 國尻 • 厚岸 あたりの 蜋夷 がそれ を 捕りに 出獵 する^だった か 

ら である。 

おつと せい  , 

腮肭臍 (omiep,  luleu) 本草 綱目に 海狗腎 也と 云って ゐる もので. 支那 語で 海狗 とい ふ もの を、 外來 語に オン ネゥ 

とか ォ ン ネプ とか 云 ふの を、 その ま、 音譯 して 腽肭と あてた のに 外なら ない。 物 そのもの は 奥州. 律 輕* 蝦夷の 産の も 

の を 支那へ 渡来して ゐ るので あるから • 蝦夷 語の 或は uneu などが、 腽 肭 と音譯 した 原語に 近い。 それ を 日 

本で 「腽 肭臍」 として、 漢方で 之 を 又 取 入れ、 ォ" トセ ィと發 音し、 獸の名 をば 腽 肭獸 など 云 ひ， 茈 しき はヲッ トセ ィに 

對し、 俗間に、 その 牝を メッ トセ ィと 呼ぶ ものが あるに 至った の は 滑稽で ある。 この 海獸、 皮 や 肉 は 用 ゐられ す 、藥用 

として その 下腹部、 ^からかけ て 陰部が 大切な 交易 品と して 支那へ 行った から、 本草 書に、 龍 角. 牛货. 熊 膽. 豚 卵. 獺 

肝な どに 並べて 腮肭 臍と 擧げて あるので ある。 だから 時 珍が、 腽肭臍 を 海狗腎 也と 注した ので ある。 道 春の 多 識篇に 

rug 獸宇仁 宇海 狗」 と 出して、 腿 の條の 註に は、 認競 錯 と ある は. この 臉と陰 f 並に 藥 用に された 

からで あり、 蝦夷の 原語 ウー ーゥを 知って ゐ たの は 江戸の 初期、 我が 國の 蝦夷松 前へ 到る ものな どの 口から、 この アイ 

ヌ 語が 傳 へ られて 道 春の 博識に 攝 取され てゐ たこと を 見せて 居る。 

トド (tondo) 蚝。 葦 鹿 • 海-ぬの 類 を 東北 及び 北 國でト やと 云って ゐ るの は アイヌ 語原で あらう かと 思 ふ。 中世 以來 

ト *、 の寢 流れな ど 云 ひ、 よく 眠る をト やの 性な ど 云って ゐ たの は、 大きな、 牙の 長い 葦 鹿の ことで、 トド 島と いふ 海 

岸の 岩礁 は、 東北の 海岸から 北海道の 諸 地方に あるの は、 この 海獸 が、 時々 あがって 休息す る 海中の 露^で ある。 ァ 

ィヌ は萆鹿 *セ ィゥチ 共に etaslipe と 云って ト やと は 云 はない が、 萆 鹿の 巨大な もの は (セ ィゥチ も)、 往々 全身 殆ん 
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ど 無毛の 裸 皮になる ものである さう で、 アイヌ 語の トンド (tondo) は その 無毛の 裸 皮の ことで ある。 恐らく 意味の 轉 

じて は ひった もので あらう。 和名 抄に、 葦 鹿 は、 和名 阿 之 加、 見 一 一千 陸 奥 出 羽交^ 雜物中 1 矣と 兌え て ァシカ も 夷 語 か 

と 思って ゐ るが、 今 北海道 ァ ィ ヌに は當る ものが 見えない。 

コサ (胡 沙) 蜋夷の 口より 出す 息。 夫 木鈔ひ 『こさ 吹かば くもり もぞ する みちの くの 蝦夷に は 見せ じ 秋の 夜の 月』 

の コサ である。 蜋 夷人が 口から 息 を 吐く と 霧が 起って、 あたり 一 瓯 かきくも つてし まふ、 とい ふ 傳說に 基いた 歌で あ 

る。 それに 就て、 いくら 蝦夷 人 だとて 人間の 身で さう いふ ことが 出来る 蒈 が 無い とい ふ 合理的な 後世 人が、 種々 附會 

說を 出して 遂に 馬 琴な ど は 胡 塵の 意味に 說 きお ほせた。 或は 『胡笳 一 曲斷人 陽』 『胡 人 向 レ月吹 n 胡笳 1』 などの 『胡 笳』 に 

類推して アイヌの 吹奏 樂 器に してし まひ、 チ t ル メラの 樣な 木皮の 笛に してし まったり、 韮し き は、 沖へ 出て 霧の 深 

い 時に、 ィケ マの 根 を 細く 刻んだ もの を 含んで 吐く と 晴れる、 とい ふ 信仰が あるの を 報じて、 霧が 起る と 霧が 晴れる 

と 正反對 なの を 押し切って、 胡沙 吹く と はこの 専を いふんだ、 とい ふ 曲說も 出た (ィケ マ を. コサ とい ふの は 陸 奥方 言 

であるから、 アイヌ も 或は コサと 云った かも 知れない)。 併し アイヌ， 語で 总は llga であるから、 恐らく、 平安朝 期 

にこれ を 取 入れたら、 コサ となって 取 込まれた 害で ある。 

右の ほかに、 何れが 元 か、 問題の 語彙が ある。 

今まで 擧 げた 中に も、 多少 問題になる ものが あつたが >  次に 擧げる もの は、 全く 何れが 元で、 何れが 取 入れた か 今 

後の 研究 を俟 たなければ 容易に 決められな い。 

k: 語に なった アイヌ 語 
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トマ (苫) 天智の 御製に も ある 通り 古い 語で あるが、 アイヌで も 古語に トマ (toma) があって， 菅疊ニ 官蔗 のこと で 

ある。 死體を 包む 蓆 も トマで ある。 樺 太で は 日常 語に も 草 織 の 蓆 を さう いふ。 

鮪の シ ユン ビ 

鯖の シャン。 ハ 

鲛 のサメ 又は シ ヤメ 

藻-魚の ソィ、 和 人 も ソィと 云って ゐる。 

植物 名で は 

コ ンブ (昆布) と コ ン ボ 

マ タタ ビと、 マ タタ ンプ 

ァザ 、、、(薊) とァ ン ツァミ 

ミヅ (みづ 科の 草) と ミ ン チ 

コ ヂ * ゥク (^芹の 東北 方 一一 目) と コチ *• ク 

バ" カイ (蔣の 塔) と マ カイ ョ 

次に は 偶然の 一致、 所謂 暗合 か- それとも 交涉の ある もの か、 問題になる 語彙。 

くろ くら くれ 

邦語の 黑 .暗. 暮の 語根と、 アイス の黑 .闇. 夜な ど を 意味す る 語 板の クル (kur) とがよ く 似て ゐて、 何れが：： ル とおめ 
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切れない。 

邦語の 速 • 列の つれ • つらと、 アイスの 「同伴」 の 意味の t ご^ や ？ sn や、 「人々」 の 意味の u.tar. が 似て ゐる。 

邦語、 越す •  く すの 語根と、 アイヌ 語 「通る」 意味の ISS11 とが 叉よ く 似て ゐ る" 

邦語の かぶる • かぶ さる • かんむり、 などの tscnu と アイヌ 語の かぶ さる.；； 总 味の kpmu かぶせる は kamure 複数 

は 力. -パ 】famv-l).a-  13-mpa. 

邦語、 荒磯の 「いそ」 及び 「そ」 と， アイヌ 語の イソ (is) 及び ソ (so) と。 アイヌ 語の イソ *ソ は 海岸の 露 岩。 

邦語の 岩と ァ ィヌ 語の i-.a であるが、 アイヌ， 語の イワ は 山の ことであって、 邦語の イワ は巖 のこ とに 過ぎない か 

ら. 別 語の 害で ある けれど 往々 にして 意味が 重なり合って * 同じに 思へ、 アイス 人 も アイヌ 語の イワ を 岩の 意に 解し 

てゐる ことがある o 

邦語の 皮と アイヌ 語の tap  (皮) ともよく 似て ると い へ ば 似て ゐる。 

邦語の, と アイヌ 語の tot  (手) との 間に も 多少の 聯合が ある。 

ャト. ャッ. ャ (谷 戶. 谷地. 谷) この 語が 關 東の 地名に 低 平な 水氣の 多い 草 生の 土地に 名づ けられて ゐる こと は 世間 周 

ォ. I* カャ. *■  n ャガャ ト 

知の ことであって、 常 陸 風土記の 昔から ャトの 語が 見えて 今に 至る まで 大谷戶 (ォ ー ゲット と 訛る^ 高 封 谷 戶* 伊保 ハ介 

戶 • 北宮 谷戶. 馬 喰 谷戶. 篠ケ谷 戶 • 蕪 谷 戶 • 小 谷戶. 忍谷戶 • 谷戶 山. 扇ケ谷 • 比企ケ 谷、 また 熊ケ 谷. 阿佐ヶ谷 • 千駄ケ 谷. 

潞谷 • 叫 ッ谷. 市ケ谷 • 世 田 ケ谷. 下 谷 • 山 谷の やうな 地名に なって ゐ、 柬奧 地方で は. ャト • ャッと 同 原ら しい 谷地と い 

ふ 語が、 水氣の 多い 草 生の 土地に 今でも 普通名詞に 使 はれる。、 抑 もこれ が アイヌ 語で はない か、 とい ふこと は、 旣に 

！: 語に なった アイヌ 語 
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諸家の 論議に 上って ゐる。 成程 アイヌ 辭典に ypchi. 「沼 澤」 と あるから- 一見 誰でも 簡^に アイヌ 語原 說に片 づけて 

しま はれる ので あるが、 この 語 は、 アイヌの 昔噺 にも 詞曲 ゃ祌謠 にも 出て 來る 語で はなく， 和語と 意識して アイスが 

使 ふ， 語彙の 中の 1 つに 過ぎない。 だから 本當の アイヌ 語で 云ひ昝 へる とすぐ 改めて、 一一 タツ (uitat) とか サス sal.) とか 

ト マ ム (tomam) などと 云 ふので ある。 アイヌ 辭典に ある ャチは * アイヌ の 口から 探渠 された 所の 邦語な ので ある。 

然し その 邦語の 起原 はどう か、 となると、 これが また 難問で ある。 東國 にし か 無い 所 を兑れ ば、 或は 蝦夷 語の 淺存 

物で あるか も 知れない ので ある。 た^し その 蝦夷 語 は、 本州の 蝦夷の 語で、 今 曰の アイヌ 語と は餘 程ち がって ゐた所 

の 蝦夷 語で なければ ならない し， 關 東に 蝦夷 語が 行 はれて ゐ たとい ふ 想像 は、 神話 時代に は ひって しま ふので、 一 つ 

の 空想に なって しま ふ。 或は 之 を 起原の 未詳な 上代 日本語の 東 g 方言 と 見て 置く 方が 安全で あらう。 

邦語の ヒ ラと アイス 語の ビ ラ。 邦語の ヒ ラ は 坂の 意味で 靑森 • 秋 田から 裏日本 地方に あって 琉 球にまで 存 する 語で 

が， 

あるが、 アイヌの ビラ は 崖の 意で、 一見 似て 居て 必す しも 同じで はない。 これ は 偶然の 似寄りで、 別 語で あるか も 知 

れ ない。 

邦語の タイと アイ ス 語の タイ。 これ も 形 は 全く 同じで 意味に も いくらかの 聯想 は あるが、 邦語の タイ は 高地の 上面 

の 平らな 地形に 云 ふ 語であって、 アイヌ 語の タイ は 森林 或は 灌木 や 草の 繁く 生じた のに も 云 ふ 語で ある。 樹を 意味す 

る ことと 熱 合して 一一 クイ (「 - 一 」 は樹) が 普通に 云 ふ 林で ある。 岩 手. 靑森 • 秋 田の 何々 タイと いふ 地名 は 平 を 書いたり、 

岱を 書いたり、 時には 台 を も 書き、 そのほか 爾薩體 • 姉帶な どの やう な 宛字 も 見える が、 朿 北方 一一 IE の タイであって 必す 

しも 皆々 が アイヌ 語の タイで はない かも 知れない。 東北 方言の タイと アイヌ 語の タイと は、 やはり、 ヒラと ビラとの 


歸 係の 様に、 偶然の 似寄で あるか も 知れない。 

尙 アイヌ 語の 水 をヮ" 力 (一 va】do と 云 ひ， 日本の 船底へ 溜まった 水な どをァ 力と いふ こと は 誰に も 知られて ゐる こと 

であるが、 最近、 靑 森の 北山 長 雄 氏の 發 見に 據れ ば、 靑森縣 下の 獵師の 使 ふ 山 ことばの 中で， 水 を ヮ "力と いふ こと 

が ある. S である。 漁師の ァ 力と 直接に 關 係が あるか、 アイヌ 語の ヮッ 力に 闢係 あるか、 容易なら ざる 問題で ある。 或 

は アイヌ^の 殘っ たものと 觀る 方が、 少く とも 興味が ある 様で ある。 

日本の 內 地の 全土に アイヌが 居た とい ふこと は、 今日 まだ 十分に 論證 されぬ ことで、 今日 我々 の 知る 限度で は、 齋 

えみし  えみし  えみし 

明紀の 所謂 陸 奥の 蝦夷， 越の 蝦夷、 越の 渡 島 (今の 北海道) の 蝦夷 は、 正しく 今日の アイヌと 同じ 種族の ものだった。 

言ひ換 へれば、 アイヌ は、 北海道に 居り、 津輕 海峡の こなたに 居り、 本州 は その 北部に は 居た。 卽ち 日本の 東北 地方 

に アイヌが 居た とい ふこと だけ は、 吾々 の 少しも 疑 無しに 信じ 得る 事實 である。 

「n 本の 東北 地方」 が、 南 は 果して 何れの 逯 までであった か、 蝦夷の 居た 最南の 境 は、 どこまで 南下す るか、 これ は 

將來の 大きな 問題に 殘 されて ゐて、 今 私の 觸れる 問題で はない。 問題が 「アイヌ 語」 である 限り。 

さ て 、 ^北に 蟠 居した 吾 々 の 古い 隣人の 一一 一一：： 語が、 ど の邊 まで 我々 の阈語 へ 影響 を與 へ たかを 我 々 は呤 味して 見た。 

その 結果 は大體 かう いふ 様に 出て 来たと 思 はれる II 

上古の 大和民族の 東國 拓殖が 進む につれ て、 接觸. 交涉、 それから、 雜居. 雜婚、 その 問 を 時々 紛 爭ゃ戰 爭がコ ンマ 

結  論 
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や セミコ 口 ンを 成して 遂に 睦 奥の 五十 四 郡が 出來 上った までに、 一 體 * そこに 居住した 蝦夷の 一一 一一 口 紫が， あとから 來た 

大和民族 にも 話されて. 所謂 奥州 辯と いふ 聞き取り にくい 束 北方 言が 成立した のであった らう か。 さう^ へて ゐる人 

が 世 問に 澤山 ある 様で あるが， これ は 併し 恐らく 實狀で は あるまい と 私の 思 ふの は、 雷 語と いふ もの は 文化の 高い 方 

から は、 自然に 低い 方へ どし く 流れ込む ものである けれど、 反對 に、 低い 方から 高い 方へ は 仲々 流れ込まない。 餘 

程 特別な 事情の ある 單語 でない 限り は。 

その 事情 は、 今日の 北海 逍の 拓殖の 過程 を 見ても よく わかる。 地名 こそ は、 取 込んで ゐる けれども、 普通の 單語は 

殆んど は ひって ゐ ない。 僅かに 函館 あたりに、 通な 人の 口に、 海豹 を トツ カリと 云ったり、 湖岸 地方に、 湖水 をト， 'と 

いふの を閒く ことがある ぐら ゐ である。 

これから 推して 考 へて 觀 るのに、 奥州 方面 だとて、 事情 は ほ ビ^ じ 事で あり 得る から、 所謂 被 征服者 側の 語が、 

さう.^ ざら に 高度の 文化 を もった 大和民族の 社會に 取り こまれて 行き はしなかった であらう。 卽ち たに 庶 物の 名 や 

地勢 • 地理 上の 名稱 などに 止まった 事ではなかった であらう か。 

どの やうに 訛って 聞き苦しく 形が 變 つて ゐる 表現で も、 よく 調べる と、 紛ふ 方な き 日本語に 返って、 確かに アイヌ 

語で あると 思 へる もの は、 さう// -數 はない ので ある。 今 アイ ヌ語 であろ と 確認で きる もの を 拾 ひ 上げて 以上の やう 

な もの を 得た の は、 さう いふ こと を：：^ 體 化する もので あらう と 思 ふ。 地名に 遣った アイヌ 認に 就て は、 私に 別に 『北 

奥地 名考』 が あるから、 今 は 省略に 附 して^く。 


一 40 


/  1  ^ 

昭 莉八年 十 1514il«sg 國 語科學 講座 

昭 g 八？ 月 =1 十 Hgt  (Is 配本) 

Risew 田 Ksis 1 丁  =u 十拆地 

鲷痛|  II 明治 書院 

代 SP 三 樹 退 三 

K 京 市 紳 田 Millws- 三 丁目 八十 九 8 地 

ml 鈉谷祐 三 

fcxl 了 斤 S 京 市 》 田 «K 月 .1= &  ^ 

§1^55^ 箱 S-  一丁； H 會せ RE ノ  VI  0  ^ 


